
  

幕別町空き地・空き家バンク要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、空き地・空き家バンクを設け、幕別町内（以下「町内」

という。）における空き地・空き家の情報を収集・提供することにより幕別

町（以下「町」という。）への移住・定住の促進及び地域の活性化を図るこ

とを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

 ⑴ 空き地 住宅の建築に適した市街化区域（帯広圏都市計画区域区分で定

める市街化区域（帯広圏都市計画用途地域で定める工業地域を除く。）を

いう。）及び忠類地域内に存する良好な管理状態にある更地（近く更地と

なる予定のものを含む。）で、不動産登記法（平成16年法律第123号）の規

定による不動産登記（以下「登記」という。）が完了しているものをいう。 

⑵ 空き家 居住を目的として建築され、現に居住していない良好な管理状

態にある住宅（近く居住しなくなる予定のものを含む。）及びその敷地で、

登記が完了しているものをいう。 

⑶ 空き地・空き家バンク 空き地及び空き家（以下「空き地等」という。）

の売却又は空き家の賃貸を希望する者から申請された当該空き地等の情報

を登録し、これを必要と認める範囲内で公開し、及び提供するための仕組

みをいう。 

⑷ 所有者等 空き地等の所有権を有する者及び空き地等の売買又は空き家の

賃貸を行うことができる権利を有する者をいう。 

⑸ 利用希望者 町内での移住及び定住を目的として、空き地・空き家バンク

を利用して空き地等を購入し、又は空き家を賃借しようとする者をいう。 

⑹ 協力宅建事業者 空き地・空き家バンクに登録されている空き地等（以

下「登録物件」という。）の取引に係る仲介業務を行うために町と協定を

締結している者をいう。 

（適用上の注意） 

第３条 この要綱は、この要綱によらない空き地等の取引を妨げるものではな

い。 



  

（物件の登録） 

第４条 空き地・空き家バンクに空き地等を登録しようとする所有者等（以下

「登録申請者」という。）は、幕別町空き地・空き家バンク物件登録申請書

（様式第１号）、幕別町空き地・空き家バンク物件登録カード（様式第２号）

及びその他必要な書類を添付し、町長に提出しなければならない。 

２ 町長は、前項の規定による登録の申請があったときは、現地調査を実施し

たうえでその内容を審査し、適当と認めたときは、幕別町空き地・空き家バ

ンク物件登録台帳（様式第３号）に登録するものとする。ただし、次の各号

のいずれかに該当する場合は、登録しないものとする。 

⑴ 登録しようとする空き地等に係る町税の滞納がある場合  

⑵ 登録しようとする空き地等の内容に虚偽がある場合 

⑶ 登録しようとする空き地等の内容について、町が北海道、協力宅建事業

者と情報を共有すること並びに町の窓口及びホームページ並びに北海道が

運営する北海道空き家情報バンク等に公開することを承諾しない場合 

⑷ 登録しようとする空き地等の内容を確認するため、町職員、協力宅建事

業者及び空き地・空き家バンクの利用登録を受けた利用希望者（以下「利用

登録者」という。）が当該空き地等に立入ることを承諾しない場合 

⑸ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）

第２条第６号に規定する暴力団員であると認められる場合 

３ 町長は、前項の規定により登録をしたときは、幕別町空き地・空き家バンク

物件登録完了通知書（様式第４号）を当該登録申請者及び登録申請者が希望

する協力宅建事業者に通知するものとする。 

４ 前項の規定により通知を受けた登録申請者（以下「物件登録者」という。）

及び物件登録者が希望する協力宅建事業者は、登録物件の情報提供及び媒介

業務に関する相談を行ったうえで、媒介契約等（空き地等の売買又は空き家

の賃貸借に係る媒介契約をいう。）を締結しなければならない。ただし、物

件登録者が協力宅建事業者である場合は、この限りではない。 

 （登録物件の内容変更） 

第５条 物件登録者は、登録物件の内容に変更があったときは、遅滞なく、幕別

町空き地・空き家バンク物件登録変更届（様式第５号）を町長に届け出なけれ

ばならない。 

２ 町長は、前項の規定による変更の届出を受けたときは、当該登録物件の内容



  

を更新するものとする。 

 （登録物件の抹消） 

第６条 町長は、次の各号のいずれかに該当するときは、登録物件を抹消する

ものとする。 

 ⑴ 幕別町空き地・空き家バンク物件登録抹消届（様式第６号）が届出された

とき。 

⑵ 物件登録者が死亡したとき。 

⑶ 登録物件の内容に虚偽があると認めたとき。 

⑷ 登録物件に係る協力宅建事業者がその業務を行うことができなくなった

とき。 

⑸ 空き地・空き家バンクに登録がされた日又は当該登録の内容が更新され

た日のいずれか遅い日から起算して１年を経過したとき。ただし、幕別町

空き地・空き家バンク物件登録継続届（様式第７号）を町長に提出するこ

とにより、当該物件登録を１年延長する場合は除く。 

⑹ 物件登録者が第４条第２項第５号に該当するとき。 

⑺ 登録物件に係る売買契約又は賃貸借契約が成立したとき。 

⑻ その他町長が登録物件を抹消することが適当であると認めたとき。 

２ 町長は、前項の規定により登録物件を抹消したときは、幕別町空き地・空き

家バンク物件登録抹消通知書(様式第８号)を当該物件登録者に通知するものと

する。 

 （協力宅建事業者との情報共有） 

第７条 町長は、第４条第２項の規定による登録台帳の登録がなされたとき、第

５条第２項の規定による登録物件の内容を更新したとき及び第６条第１項の規

定による登録物件を抹消したときは、当該登録物件に係る協力宅建事業者にそ

の旨通知するものとする。 

（利用の登録） 

第８条 利用希望者が空き地等の情報を受けるために、空き地・空き家バンクを

利用登録しようとする場合は、幕別町空き地・空き家バンク利用登録申請書(様

式第９号)を町長に提出しなければならない。 

２ 町長は、前項の規定による利用登録の申請があったときは、その内容を審査

し、適当と認めたときは、幕別町空き地・空き家バンク利用登録台帳(様式第

10号)に登録するものとする。ただし、利用希望者が暴力団員による不当な



  

行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員に該当すると

認める場合は、登録をしないものとする。 

３ 町長は、前項の規定により登録をしたときは、幕別町空き地・空き家バンク

利用登録完了通知書（様式第11号）を当該利用登録者に通知するものとする。 

 （利用登録の内容変更） 

第９条 利用登録者は、空き地・空き家バンクの利用登録の内容に変更があった

ときは、遅滞なく、幕別町空き地・空き家バンク利用登録変更届（様式第12号）

を町長に届け出なければならない。 

２ 町長は、前項の規定による変更の届出を受けたときは、当該利用登録の内容

を更新するものとする。 

 （利用登録者の抹消） 

第10条 町長は、次の各号のいずれかに該当するときは、利用登録者を抹消す

るものとする。 

⑴ 幕別町空き地・空き家バンク利用登録抹消届（様式第13号）が届出された

とき。 

⑵ 利用登録者が死亡したとき。 

⑶ 空き地・空き家バンクの利用登録の内容に虚偽があると認めたとき。 

⑷ 空き地・空き家バンクに利用登録された日又は当該利用登録の内容が更

新された日のいずれか遅い日から起算して１年を経過したとき。ただし、

幕別町空き地・空き家バンク利用登録継続届（様式第14号）を町長に提出す

ることにより、当該利用登録を１年延長する場合は除く。 

⑸ 利用登録者が第８条第２項ただし書に該当するとき。 

⑹ 登録物件に係る売買契約又は賃貸借契約が成立したとき。 

⑺ その他町長が空き地・空き家バンクの利用登録を抹消することが適当で

あると認めたとき。 

２ 町長は、前項の規定により利用登録を抹消したときは、幕別町空き地・空き

家バンク利用登録抹消通知書(様式第15号)を当該利用登録者に通知するものと

する。 

 （個人情報の取扱い） 

第11条 第４条第２項及び第８条第２項の規定による登録台帳に登録された個人

情報の取扱いについては、幕別町個人情報保護条例（平成11年条例第32号）に

定めるところによる。 



  

 （利用登録者と協力宅建事業者の交渉等） 

第12条 利用登録者は、登録物件の照会及び交渉等については、当該登録物件の

協力宅建事業者に対して行うものとする。 

２ 町長は、物件登録者及び利用登録者又は協力宅建事業者における登録物件に

関する交渉並びに売買及び賃貸借等の契約については、直接これに関与しない。 

３ 協力宅建事業者は、登録物件の取引契約が成立した場合は、当該取引契約

の結果を幕別町空き地・空き家バンク結果報告書（様式第16号）により町長に

提出しなければならない。 

 （その他） 

第13条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

 

附 則 

 この要綱は、平成29年４月１日から施行する。 

 

 


